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テーマ ロレックスの新旧を「一瞬で」判別するための重要なポイント

日々の AI 真贋ツールの活用をサポートする中で、よくあるお悩みが 

「候補に出てくる型番のうち、どれを選べばいいか迷う」というものです。 

型番の選択ミスは、誤判定や査定額のズレに直結します。一見同じに見えるモデルでも、製造年代によって 

型番の数字が変わるため、正しい知識での絞り込みが欠かせません。 

今回は、ロレックスの新旧を「一瞬で」判別するための最も簡単なポイントをお伝えします。 

■注目すべきは「6時位置」の印字

ロレックスの文字盤、一番下の 6 時位置にある「SWISS MADE」の文字をチェックしてください。

左：SWISS MADE → 旧型 

※「SWISS」と「MADE」の間に何もない

右：SWISS ♛ MADE → 新型 

※「SWISS」と「MADE」の間に王冠がある

2018 年以降、ロレックスは中身の機械を新世代（Cal.32 系など）へアップデートするのに合わせ、 

文字盤のデザインも順次『SWISS ♛ MADE』へと変更しました。 

つまり、 

・♛あり→最新のキャリバーを搭載した現行・最新世代の型番（126...や 124...など）

・♛なし→旧世代の型番（116...や 214...など）

から候補を絞り込む、という使い分けが可能です。 

■AI 真贋での活用例

例えば、サブマリーナーを撮影して以下の 2 つが候補に出た場合 

• Ref.116610LN（旧型：2010 年～2020 年頃）

• Ref.126610LN（新型：2020 年～現在）

見た目がそっくりなこの 2 つも、「6時位置に王冠があるか」を見るだけで、 

迷わず選択することができます。 

モデルによって新世代へ切り替わったタイミング（2018 年～2021 年）は異なりますが、

「王冠マークがある ＝ 高年式の新世代モデル」というルールは共通です。 

この小さな王冠を見つけるだけで、皆さんの査定スピードと正確性は格段に向上します。 

ぜひ、今日から活用してください！ 
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